
令和元年度

倉吉市教育委員会の重点施策の実績及び評価

　〈評価基準〉

　Ａ・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった

　Ｂ・・・当初の目的・目標を達成した

　Ｃ・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった

　Ｄ・・・当初の目的・目標を大きく下回った



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

第２期倉吉市
教育振興基本
計画の進ちょ
く管理
(５年計画の４
年目)

1

・基本計画に基づ
く重点施策実施計
画の策定
・教育に関する事
務の点検・評価の
推進

教育
総務

基本計画に基
づく重点施策
実施計画の策
定及び定例教
育委員会へ実
施計画提案

「倉吉市教育
行政の点検及
び評価」を市
議会へ提出

教育振興基本
計画（第３
期）策定手順
提案

第3期策定作業
チームの設置

第３期策定会
議①

進捗状況
チェック、中
間評価

第３期策定会
議②

倉吉市教育委
員会の活性化

2

・倉吉市教育の方
針の明示
・住民の意向や教
育現場の実情の把
握
・総合教育会議の
充実
・教育委員の活動
の顕在化

教育
総務

・計画訪問・
諸行事等への
参加
・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
による情報発
信(ﾘﾚｰｺﾗﾑ等)

（随時）
教育長ﾘﾚｰｺﾗﾑ
（第１回）

・総合教育会
議の開催
(5/29)

東伯地区・倉
吉市教育委員
合同研修会
（5/20）

教育委員ﾘﾚｰｺﾗﾑ
（第２回)

鳥取県市町村教
育委員会研究協
議会定期総会・
研究大会
（7/12）

教育委員ﾘﾚｰｺﾗﾑ
（第３回）

「倉吉市立
小・中学校の
適正配置等に
ついて」に基
づく学校再編
の推進

3

・適正配置の課題
の整理と各地域・
関係団体との協議
の実施

学校
教育

第１回小学校
適正配置協議
会（5/9）

・協議会の開
催（年間）

【集合学習】
小鴨・上小鴨
6/28

第２回小学校
適正配置協議
会（7/30)

【集合学習】
小鴨・上小鴨
7/4

灘手・成徳 
7/4,16

第3回小学校適
正配置協議会
（8/28）

【集合学習】
灘手・成徳 
9/9

学校教育施
設・教育施設
の整備運営

4

・ブロック塀・冷
房設備対応臨時特
例交付金事業
・小鴨小学校学校
用地購入、登記
・長寿命化計画策
定に係る調査
・ICT機器整備(PC
教室等教育用LANシ
ステム含む)整備計
画の策定ほか

教育
総務

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

倉
吉
市
教
育
の
創
造

1

〔施設修繕全般〕

〔小鴨小学校用地購入、登記〕　

〔長寿命化計画策定に係る調査〕

〔ブロック塀等改修工事、設計〕

〔エアコン設置工事、設計〕

〔ICT機器整備に係る計画策定ほか〕

- 2 -



１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

定例教育委員
会へ中間評価
の報告

第３期策定会
議③

第３期策定担
当者会議④

第３期策定担
当者会議⑤

第３期策定担
当者会議⑥

・実施状況
チェック、各
課の自己評価
・審議会等に
よる評価の実
施

第３期基本計
画骨子作成

・第3期基本計画策
定会議を６回開催
し、第2基本計画に
基づく事業の振返り
と第３期基本計画策
定に向けて協議を行
い骨子案を作成。３
月教育委員会に提出

した。

Ｂ

教育委員ﾘﾚｰｺﾗﾑ
（第４回）

市町村教委委員
会研究協議会
（文科省・県共
催）（11/5,6）

・総合教育会
議の開催

教育長ﾘﾚｰｺﾗﾑ
（第５回）

教育委員ﾘﾚｰｺﾗﾑ
（第６回）

学校計画訪問、諸行
事へ積極的に参加し
た。また、計６回の
リレーコラムや教育
委員会定例会、市長
との意見交換の場で
ある教育総合会議を
２回開催し、その会
議録等をホームペー
ジに掲載し、情報発
信に努めた。

Ｂ
○各施策について、概
ね当初の計画どおり実
施することができた。

第４回小学校
適正配置協議
会（10/2）

【集合学習】
高城・北谷・
社 10/29
小鴨・上小鴨
10/28、29
明倫・成徳・
関金 10/11

第５回小学校
適正配置協議
会（11/19）
小学校適正配
置協議会
学校視察
（11/20瑞穂小
学校）
（11/22湖南学
園）

【集合学習】
高城・北谷・
社 11/8,15,18
灘手・成徳 
11/15,29
小鴨・上小鴨
11/15

【集合学習】
高城・北谷・
社 1/24

第６回小学校
適正配置協議
会（1/26）

・意見集約

明倫地区説明
会（2/17)
灘手地区説明
会（2/29)

高城地区説明
会（3/13)
社地区説明会
（3/14)

・倉吉市立小学校適
正配置協議会を立ち
上げ、計６回の会の
開催と２校の学校視
察を行った。委員の
意見を踏まえなが
ら、複数の修正案を
提示した。

・各協議会の概要を
HPにアップすると共
に、各自治公民館よ
り班回覧すること
で、市全体に周知し
た。

Ｂ

・ブロック塀・冷房
設備対応臨時特例交
付金事業について
は、計画のとおり完
了した。
・小鴨小学校用地購
入については、6月
に所有権移転登記を
完了し、10月に駐車
場整備を完了。
・長寿命化計画策定
については、Ｒ2年
度の施設調査に必要
な各施設情報を整理
し、関係各課と情報
共有をした。
・ICT機器整備につ
いては、計画策定検
討会議を3回開催
し、令和5年度まで
の整備計画を策定す
ることができた。
・施設修繕について
は、予算の範囲内に
おいて、緊急性の高
いものから改修等を
行った。

Ｂ

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

Ｂ

○小学校適正配置協議
会を立ち上げ、協議を

進めた。

＊成果指標
　　Ａ：小学校適正配
置協議会での委員の意
見を踏まえながら、適
正配置についての修正
案を複数提示するとと
もに、各地区での説明
を行い、理解を図る。
　　Ｂ：小学校適正配
置協議会を開催し、委
員の意見を踏まえなが
ら、適正配置について
の修正案を複数作成す

る。
　　Ｃ：小学校適正配
置協議会を開催する

が、適正配置について
修正案を提示するに至

らない。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1

・学力向上推進の
支援（小・中連携
教育の推進、合同
研修会）

学校
教育

中学校区教育
の計画作成

各校区代表
（各中学校）
へ通知

中学校区別小
中合同研修会
（久米中校区　
ホワイトボー
ドミーティン
グ　大阪府大
東市）

2

・わかる授業のた
めの授業改善（教
職員の指導力の向
上）

学校
教育

研究主任研修
会
中学校ＮＲＴ
（標準学力検
査）実施
全国学力学習
状況調査
(4/18)

・要請訪問

学校計画訪問
での指導助言

全国学力学習
状況調査分析
及びホーム
ページアップ

3

・細やかな指導を
行うための体制づ
くり（少人数学
級・教員加配）

学校
教育

加配教員配置
（小学校３１
名、中学校２
１名）

・加配教員の
活用状況聴き
取り

4
小学校外国語教科
化の対応（小学
校・中学校）

学校
教育

小学校外国語
教科化への先
行実施2年目
（年間）

外国語活動支
援員授業計画
作成

継続ＡＬＴ勤
務開始

新規ＡＬＴ任
用開始

小学校英語専
科教員計画作
成・実施・助
言（年間）

中学校区別外
国語指導助手
（ALT）授業計
画作成

授業力向上の
ための研究授
業等での指導
助言（年間）

ＡＬＴ任用終
了・帰国

新規ＡＬＴ任
用開始

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

2
学力向上の推

進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

中学校区合同研
修会
（河北中学校区　
総社市「だれも
のが行きたくな
る学校づくり」
総社市教委指導
主事11/14）
中学校区合同研
究授業
東中校区(11/18)

特色ある中学
校区教育の成
果と課題の把
握と改善策の
提案

・中学校区で講師を
招聘し、研究授業及
び研究会を実施した
り、小中連携の推進
のための協議をして
いる。

Ｂ

学校計画訪問
での指導助言
(10/2社小)
(10/9西郷小)
(10/15鴨川中)
(10/30高城小)

研究主任研修会

要請訪問
(10/2成徳小)

学校評価によ
る点検

成果と課題の
共有と改善策
についての検
討（研究主任
者会等）

中学校ＣＲＴ
実施

要請訪問
(12/4成徳小)

授業づくりに
対する指導助
言

小学校ＮＲＴ
実施

授業づくりに
対する指導助
言
中学校ＣＲＴ
結果に基づ
き、授業改
善、個別対応
等実施

学力実態の把
握と分析研修
計画

・全国学力・学習状
況調査をはじめNRT
やCRTなど各種調査
の結果の分析から、
授業改善の視点を明
確にして日々の実践
に活かす取組が進め
られた。

・要請訪問指導助言
１３回

Ｂ

・前年度の各学校の
要望に基づき、適切
に加配教員を配置で
きた。
・学校計画訪問等を
活用し、活用状況を
聴き取っている。

Ｂ

ALTシャドーイ
ング（10/3）

指導力向上事
業研修協力校
支援研修
(10/18)

小中学校外国
語担当者会・
東中校区
(10/18)

新規ALT訪問・
西中(11/14)

小中学校外国
語担当者会・
河北中校区
(11/15)

新規ALT訪問・
久米中(11/14)

指導力向上研
究授業(11/26)

小中学校外国
語担当者会・
久米中校区
(12/3)

小中学校外国
語担当者会・
西中鴨川中校
区(12/5)

指導力向上協
力校会議
(12/13)

TKA小鴨小
（12/19）

英検IBAの実施

ＪＥＴプログ
ラム参加者等
中間研修
(1/24)

小学校外国語
教科書活用研
修会（1/30）

中学校英検IBA
結果に基づ
き、授業改
善、個別対応
等実施

・昨年度に続き、小
学校に外国語専科教
員を配置し、明倫
小・成徳小・灘手小
の3年生から6年生ま
での授業を担当し
た。積極的に授業公
開をし、また県の事
業を活用し、配置校
のみならず、市内小
中学校の先生方に研
修の機会を提供し
た。

・ALTが１つの小学
校に集結し、授業す
る行事(TKA)を実施
した。児童に好評
で、英語に親しむよ
い機会となるため、
継続していきたい。

Ｂ

Ｂ

○全国学力・学習状況
調査においては、小学
校では国語、算数とも
全学校で全国平均をや
や上回った。中学校で
は国語の「読むこ
と」、数学の「関
数」、英語の「聞くこ
と」「書くこと」にお
いて全国をやや下回っ
ており、課題である。
＊成果指標
　Ａ：全国平均より３
ポイント　
　　　以上上回る
　Ｂ：全国平均と概ね
同程度
　Ｃ：全国平均より３
ポイント
　　　以上下回る

○小学校においては、
積極的に県事業を受
け、全国学力・学習状
況調査結果の分析か
ら、授業改善の視点を
明確にした取組を進め
ている。

○「話し合う活動を通
じて、自分の考えを深
めたり、広げたりする
ことができている」と
答えた児童生徒の割合
＊成果指標
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：６０％以上８
０％未満
　Ｃ：６０％未満

○成徳、明倫、灘手小
学校に英語専科教員を
１名配置（兼務）し、
英語の授業を実施して
いる。県の事業を活用
するなどし、配置校だ
けでなく市内小中学校
の先生方に研修の機会
を持つことができた。
＊成果指標
　Ａ：子どもの意識
（好き）
　　　９０％以上
　Ｂ：子どもの意識
（好き）
　　　８５％以上
　Ｃ：子どもの意識
（好き）
　　　８５％より低い
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1

・人権教育の充実
（育てたい資質・
能力を明確にした
実践）

学校
教育

第1回人権教育
主任者会(倉吉
市・鳥取県の
取り組みにつ
いて）
H31人権教育指
定校（河北小
学校）

第2回人権教育
主任者会（H30
人権教育指定
校・北谷小と
河北小の実践
発表）

2
・道徳教育・体験
活動の充実（乳幼
児ふれあい事業）

学校
教育

乳幼児ふれあ
い会担当者会

乳幼児ふれあ
い会（小学校
13 校、中学校
5校は家庭科の
中で実施）
小鴨小
5/29,30,31

道徳授業改善
についての発
信
乳幼児ふれあい
会
上灘小6/7,8
明倫小6/28
上北条小6/10
関金小6/21
西郷小6/17,24
灘手小6/25
河北小6/25,27
成徳小6/12
北谷小6/27
上小鴨小6/26
高城小6/4

乳幼児ふれあ
い会
社小7/3,4　　　

初任者研修 乳幼児ふれあ
い会
上小鴨小9/11
西郷小9/11,12
河北小9/27,17
高城小9/3
小鴨小
9/18,19,20

3

・相談体制の充
実、いじめや問題
行動の未然防止、
（倉吉市いじめ防
止基本方針の徹
底、不登校対策）

学校
教育

・生徒指導主
任・主事研修
会

・心の教室相
談員、子ども
と親の相談員
配置

・ＳＳＷｒに
よる支援活動
(年間)

・重点校にお
ける定例会の
開催（年間）

・生徒指導支
援会議(年間)

各校個別の指導計
画、登校サポート
シート作成・活用
（年間）

生徒指導について
の学校計画訪問
（前期）

要保護児童対策協
議会（随時）

子ども支援セン
ター児童生徒受け
入れ開始

不登校児童生徒へ
の家庭訪問の実施

不登校対策（担当
との連絡及び助言
各月末に）年間

不登校児童生
徒へのアウト
リーチ型支援
（年間）

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

3
豊かな心とた
くましい体の
育成
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

鴨川中校区同
研（鴨川中、
関金小）

2/20 第3回人
権主任者会
（部落差別の
実態に学ぶ、
各学校実践報
告）

改善に向けて
の検討

河北小の取組を人権
主任者会で報告して
もらい、各校への還
元を図った。

教科としての特性を
活かしながら、身に
つけさせたい資質・
能力をまんべんなく
年間計画に取り入れ
ることを確認した。

Ｂ

乳幼児ふれあ
い会
上灘小
10/10,11
灘手小10/29
成徳小10/9
関金小10/31
北谷小10/31
社小10/30

乳幼児ふれあ
い会
社小11/7
上北条11/11
明倫小11/19

乳幼児ふれあ
い会評価

・小学校１３校が年
間２回の乳幼児との
ふれあい会を児童セ
ンター等と連携して
実施した。中学校５
校は、家庭科の学習
の中で保育体験を実
施した。乳幼児の成
長に驚きと喜びを感
じ、自分も大切に守
り育てられてきたこ
とを実感することが
できた。

Ａ

生徒指導につ
いての学校計
画訪問（後
期）

第１回青少年
問題対策協議
会(10/24)

教育心理相談
士による研修
④

第２回青少年
問題対策協議
会

・中部子ども
支援センター
終了式

卒業生に係る
中学校訪問
（ハートフル
スペース職員
同行）

・スクールソーシャ
ルワーカーが、各校
の定例生徒指導委員
会に出席するなど
し、学校との連携を
高め、不登校の未然
予防や早期対応を進
めた。また、児童生
徒を取り巻く環境を
よく理解し、家庭訪
問などはたらきかけ
を継続することで難
しいケースが上向く
ことがあった。
・長期欠席児童生徒
数小学校35名（前年
度比＋7）、中学校
79名（前年度比＋
19）12月末
・子ども支援セン
ター入級児童生徒13
名
・未然防止ができる
よう、引き続き学校
や関係機関と連携し
ていきたい。

Ｃ

Ｂ

＊成果指標
　Ａ：年間指導計画を
見直すとともに、身に
付けるべき資質・能力
を明確にした教育活動
を教育課程全体を通し
て確実に行っている。
　Ｂ：年間指導計画を
見直すとともに、身に
付けるべき資質・能力
を明確にした教育活動
を行っている。
　Ｃ：年間指導計画を
見直しが十分に行われ
ていない。

○小中学生と乳幼児と
のふれあい事業は、各
校の取組として定着
し、児童生徒の自己有
用感の向上に成果を上
げている。

○中学校「特別の教科
道徳」については、特
に混乱もなく学校現場
に導入することができ
た。
＊成果指標
　Ａ：円滑に実施でき
た
　　　　５校/５校
　Ｂ：円滑に実施でき
た
　　　　　３校/５校
　Ｃ：円滑に実施でき
た
　　　　　２校以下

○不登校について、各
校とも未然防止や早期
対応に努めている。
ICT活用自宅学習支
援、アウトリーチ型支
援など新たな取り組み
も実施しているが、出
現率は増加傾向であ
る。少数ではあるが、
学校復帰した児童生徒
もいる。
＊成果指標
　Ａ：児童生徒数１
０％減
　Ｂ：児童生徒数　
５％減
　Ｃ：５％より低い減
少

○いじめの認知度は各
学校とも高くなり、す
ばやい対応を行うよう
になってきたが、問題
の解決まで継続した指
導をしていくことがさ
らに求められる。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

3
豊かな心とた
くましい体の
育成

4

・たくましい体の
育成（体育、健康
教育、学校保健の
充実、安全教育の
充実）

学校
教育

・親子で学ぶ
食の教室希望
調査（小学校
13校年間を通
じて随時）

児童体育祭

運動会（小学
校１２校）

新体力テスト

通学路の危険
箇所の抽出
一昨年度の安
全対策につい
てアンケート
の実施

性教育講座
（中学校5校年
間を通じて随
時）

第１回学校保
健委員会

県中学校総体
予選

倉吉市通学路
の安全確保に
係わる担当者
会の開催

喫煙防止教育
(小中学校18校
年間を通じて
随時）

県中学校総体

小学校中部水
泳

鳥取県中学校
総合体育大会
結果報告及び
全国大会・中
国大会出場激
励会

鳥取県小学校
水泳大会

8/26 通学路の
危険箇所合同
点検

小学校中部陸
上

中学校中部駅
伝

運動会（小学
校１校、中学
校５校）

4
倉吉に誇りと
愛着をもつ子
どもの育成

1

・倉吉独自の教材
づくりの推進（く
らよし風土記の活
用)

学校
教育

小学生副読本
「わたしたち
の倉吉」活用
と見直し

「くらよし風
土記～倉吉学
入門～」の新
入生への配
布・活用（土
曜授業等）

倉吉検定の実
施（随時）

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

中学校中部新
人大会

倉吉市通学路
の安全確保に
係わる連絡協
議会の開催

第２回学校保
健委員会　　　

・喫煙防止教育を小
学校９校、中学校４
校実施。
・性教育講座中学校
５校実施。
・県体力運動能力調
査では、小学生の握
力、中学生の長座体
前屈、反復横跳びな
どの平均値が県平均
より低かった。　
・中学校の運動部活
動ではのべ３９名が
中国大会、１７名が
全国大会へ出場し
た。
・各関係機関と連携
のもと、倉吉市通学
路の合同点検を行
い、概ね改善に向け
ての取組ができた。

Ｂ Ｂ

○体力運動能力調査で
は、全体としてはＢ評
価であるが、学年、男
女別では課題がある。
＊成果指標
　Ａ～Ｃ判定が８０％
に達する学年（男女
別）の割合
　Ａ：全小中学校の
12/18以上
　Ｂ：全小中学校の7
～11/18
　Ｃ：全小中学校の
6/18以下

倉吉学検定の
実施（中学校
５校） すべての中学校で倉

吉検定を実施でき
た。

Ｂ Ｂ

○倉吉に誇りと愛着を
もつ子どもの育成のた
めに、土曜授業等にお
いて中学校版「くらよ
し風土記」、小学校版
「わたしたちの倉吉」
の活用を行った。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

4
倉吉に誇りと
愛着をもつ子
どもの育成

2

・地域の人・も
の・ことがらに触
れる教育活動の推
進

学校
教育

地域教材・ゲ
ストティー
チャーを活用
した学習(年
間)　
小鴨小　西倉
吉消防署
(4/24)４年６
１名

河北小　倉吉
消防署(5/31)
４年５９名
河北小　倉吉
博物館(5/30)
６年４１名
河北小　大平
山公園(5/8)全
校児童３５１
名
小鴨小　伯耆
国分寺跡(5/7)
全校児童」４
１３名

西郷小　町探検
(6/１２／21)３年
３９名
西郷小　町探検
(6/20)２年４９名
河北小　倉吉警察
(6/25)４年５９名
河北小　倉吉消防
署(5/31)４年５９
名
明倫小　倉吉すい
か選果場(6/28)３
年２４名
明倫小　吉祥院
(6/20)２年２９名
明倫小　八幡神
社・善正寺・円形
劇場(6/17)３年２
４名
明倫小　通信指令
センター倉吉消防
署(6/17)４年２０
名
成徳小　農業体験
(6/26)４年２６名
上灘小　山名寺・
三明寺古墳・岩阿
弥陀・千人破戸公
園・勝宿禰神社
(6/10)３年５８名

河北小　下水
道公社(7/11)
４年５９名
河北小　歴史
公園(7/12)６
年４１名
成徳小　西倉
吉消防署(7/8)
４年２６名
上灘小　倉吉
未来中心
(7/13)４年４
２名
小鴨小　岩倉
城址(7/1)３年
６２名

成徳小　小鴨
川水質検査
(8/28)５年２
０名

河北小・上灘
小・小鴨小　ほ
うきリサイクル
センター(9/30・
17・19)４年５９
名・４１名・６
２名
河北小　上井公
民館・児童セン
ター(9/26)２年
６７名
明倫小　みどり
町公園・八幡町
公園(9/26)1年17
名
関金小　関金未
来ウォーク
(9/28)全校児童
１３７名
明倫小　明倫
ウォーク(9/28)
全校児童１３５
名
明倫小　Sマート
(9/12)３年２４
名
上灘小　打吹公
園(9/26)１年４
０名 
小鴨小　丸号
(9/18)３年６３
名
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

明倫小　倉吉
博物館(12/5)
３年５名
河北小　マグ
ノリア(12/2)
５年３３名
関金小　ス
イートランド
TAKARA(12/2)
３年２０名　

西郷小　鳥飼
家住宅(1/30)
３年３９名
小鴨小・社小　
西倉吉消防署
(1/27・21)３
年６４名４７
名

灘手小　西倉
吉消防署
(2/26)３年６
名
関金小　明治
製作所(2/6)５
年２４名

・各小中学校がそれ
ぞれの教育課程にあ
わせて、市内にある
多くの施設等を見学
し、施設の役割や働
く人たちの思いを学
んでいる。体験学習
も取り入れられてお
り、児童生徒がふる
さと倉吉への思いを
深め、関心を高める
一助となっている。

河北小　天神
川河川敷
(10/7/11)１年
５９名
河北小　打吹
公園(10/28)１
年５９名
明倫小　天野
種苗・山陰民
具(10/24)２年
１０名
明倫小　学仙
寺(10/24)２年
１０名
明倫小　人権
文化セン
ター・皆成学
園・つばき
(10/18)６年９
名
明倫小　ヒシ
クラ(10/31)３
年２４名
明倫小　ほう
きリサイクル
センター
(10/16)４年20
名
明倫小　希望
の家(10/3)５
年２５名
明倫小・小鴨
小　つばき
(10/10・４)５
年２５名４年
６２名
上灘小　ス
イートランド
TAKARA(10/31)
３年５８名
上灘小　昭和
町公園・倉吉
未来中心
(10/23)１年４
０名
小鴨小　小鴨
川堤防(19/3)
６年７８名
東中学校　
ディスカバー
倉吉(10/1)１
年７４名

西郷小　マグノ
リア(11/20)４年
３７名
河北小　東宝河
北プラザ
(11/6/8)３年６
３名
河北小　ル・サ
ンテリオン
(11/26)５年３３
名
明倫小　学仙寺
(11/18)２年５名
明倫小　ヒシク
ラ(11/14)２年10
名
明倫小　老人ク
ラブとのグラウ
ンドゴルフ
(11/7)４年２０
名
明倫小　明治製
作所(11/19)５年
２５名
小鴨小　倉吉養
護学校
(11/19/21)４年
６２名
小鴨小　天神野
台地(11/27)４年
６２名
上小鴨小　Kセン
ター(11/8)４年
１１名

Ａ Ｂ

○各小中学校がそれぞ
れの教育課程にあわせ
て、市内にある多くの
施設等を見学し、施設
の役割や働く人たちの
思いを学んだ。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

①土曜授業
（7/6,13）
成徳小　みつ
ぼし踊り、上
灘小　山上億
良、東中　風
土記　久米中　
情報モラル　
河北中　もの
づくり体験　
鴨川中　ふる
さと発見
ウォークラ
リー

4
・倉吉らしさを取
り入れた教育活動
の実施

学校
教育

地域と連携し
た菜の花プロ
ジェクトの実
施（年間）

倉吉市小・中
学生淀屋サ
ミットの開催
（５月11日）

菜の花の種子
散布
成徳小(8/28)

菜の花の種子
散布
西郷小(9/17)
上小鴨小(〃)
上灘小(9/18)
上北条小
(9/19)
灘手小(9/25)
小鴨小(9/26)
関金小(9/27)
河北小(9/28)
社小(〃)
東中(〃)
河北中(〃)
明倫小(9/30)
共同区域散布
（9/14）
小学生9名
中学生19名

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

4
倉吉に誇りと
愛着をもつ子
どもの育成

3

・土曜授業の実施
（ふるさと学習を
中心とした地域と
の共催）

学校
教育

①土曜授業
(6/29)
西郷小　あり
がとう集会、
河北小　児童
引き渡し訓
練、明倫小　
いきいき発表
会、小鴨小　
太一車、上小
鴨小　水泳交
流会、北谷小　
生き物探検、
高城小　防災
学習、社小　
ウォークラ
リー、灘手小　
阿部川探検、
上北条小　防
災学習、関金
小　水泳交流
会、西中　性
教育

②土曜授業
（9/28 ）
河北小・山上憶
良の学習、明倫
小　めいりん
ウォークラ
リー、成徳　植
物調査、上灘小　
上灘じまん、小
鴨小　小鴨に伝
わる昔話・中井
太一郎と太一
車、北谷小・灘
手小 クリーン活
動、上北条小　
天神川の歴史・
水質、社小　五
輪祭り・灯籠作
り、灘手小　安
倍川探検・すみ
よい灘手にする
ために、関金小　
せきがね親子
ウォーク、高城
小　牛追い掛け
節、東中　ディ
スカバー倉吉、
河北中　福祉体
験・職場体験、
鴨川中　関金の
歴史・地理・自
然、東中　倉吉
の歴史・文化を
知る
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

成果と課題の
把握

・各学校が創意工夫
をして地域・保護者
と協働した活動を展
開していた。「ふる
さと学習」を意識し
た取組となるよう周
知し、ふるさとにつ
いて改めて知ったり
考えたりする機会と
なった。

高城小(10/2)
久米中(10/7)
鴨川中(〃)
西中(10/21)

菜の花プロ
ジェクト報告
会(2/17)
小学生34名
中学生15名
地域学校委員
25名参加

　今年度で11年目と
なり、学校が主体と
なって地域を交えた
取組が定着してき
た。今年度は、中学
校区での共通実践に
取り組むとともに、
地域学校委員と児童
生徒が協議する場面
を設け、地域とのつ
ながりを発展させる
ようにした。

Ｂ

③土曜授業
(11/2,9,11/16
)
西郷小　あり
がとう集会、
成徳小　親子
料理教室・自
然体験、上灘
小　町探検・
盲導犬・手
話、小鴨小　
災害に備えよ
う、上小鴨
小・関金小・
社小・明倫小　
校内マラソン
大会、北谷小　
ふれあいどろ
んこ祭、高城
小　ふれあい
参観日・地域
とふれあい活
動、灘手小　
灘手駅伝大
会、東中・。
久米中・河北
中　進路学
習、東中・久
米中・鴨中　
性教育

④土曜授業
（1/18）
西郷小　開筵式、
河北小　倉吉の昔
話・地域の仕事・
戦争体験・薬物乱
用防止、明倫小　
昔の遊び、成徳小　
椎茸の植菌、上灘
小　人形劇倉吉の
昔話・もちつき交
流会・防災学習、
小鴨小　ボテ茶体
験・子供会発表
会、上小鴨小　　
昔の遊び・性教
育・メディア、北
谷小　こも豆腐づ
くり・しいた植
菌・昔の遊び、灘
手小　灘手いいと
ころカルタ、上北
条小　書き初め、
関金小　昔遊び・
年賀状抽選会・能
力アップチャレン
ジ、東中　進路学
習・琴櫻、西中　
校区の歴史を学
ぶ、久米中　手話
講座、愛校活動　
人権学習、河北中　
進路学習・性教
育、鴨川中　進路
学習

Ａ

Ｂ

○令和元年度、土曜授
業の実施４回。倉吉市
立小中学校で実施。

＊成果指標
・「地域や社会をよく
するために何をすべき
かを考えることがあ
る」と答えた児童生徒
の割合
＊成果指標
　Ａ：８０％以上
　Ｂ：６０％以上８
０％未満
　Ｃ：６０％未満

地域と連携した取組を
多く行っているが、取
組を通してより地域や
社会に何ができるか考
えさせることが必要で
ある。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1

・開かれた学校づ
くりの推進（学校
評価の効果的な活
用）

学校
教育

学校ウエブ
ページの更新

前年度の学校
評価結果にも
とづく学校経
営の重点化

学校一斉公開
(6/13､14)

地域学校委員
会による関係
者評価

2
学校地域連携の取
り組み推進（地域
未来塾）

学校
教育

倉吉地域未来
塾開始（はば
たき教室、上
井公民館教
室）
教育を考える
会
上灘地区(7/5)

地区運動会の
運営補助

教育を考える
会
北谷地区
(9/10)

各地区運動会
の運営補助

3

・学校運営に参画
する体制づくり
（地域学校委員会
の充実）

学校
教育

各校地域学校
委員会

地域学校委員
任命

ボランティア
募集開始

学校支援ボラ
ンティア活動
（年間）

第１回倉吉市
地域学校推進
協議会

各校地域学校
委員会
（一学期のま
とめ）

1

・特別支援教育の
充実（児童生徒を
支える学校体制づ
くり）

学校
教育

特別支援教育
主任研修会

就学前発達教
育相談（５才
児対象）

前期1年生訪問
＋
前期特別支援
学級訪問

自立活動研修
会
（小5/30・中
6/17）

ＭＩＭ支援
（小１随時）

感覚統合基本
研修（不器用
さの理解と支
援）(6/24)小
１担任・年長
担任対象

市就学指導委
員会(9/20)

2
家庭教育の充実
（研修機会の拡
大）

学校
教育

3

・教育助成の充実
（就学援助事業の
周知と適切な執
行）

教育
総務

就学援助の委
任状・口座等
とりまとめ

修学旅行費支
払い

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費希
望取りまとめ

特別支援教育
就学奨励費支
給決定

特別支援教育
就学奨励費支
払い

学用品費等支
払い

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

5

家庭・地域と
連携した開か
れた学校づく
り

6
よりよい倉吉
教育を目指し

て
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

各校で学校公
開や行事への
参加呼びかけ

保護者・教職
員・児童生徒
アンケートを
もとにした学
校自己評価
（中間）と関
係者評価

次年度に向け
た改善策の検
討と関係者評
価及び公開

・概ね計画通りに実
施した。学校のウエ
ブページも児童生徒
の活動の様子が保護
者や地域の方に発信
している。

Ａ

教育を考える
会
上北条地区
(10/19)
上井地区
(10/5)
小鴨地区
(10/11)

各地区文化祭
に出演･出品

教育を考える
会
明倫地区
(11/22)
高城地区
(11/26)
西郷地区
(11/29)
成徳地区
(11/22)
上小鴨地区
(11/22)
社地区(11/26)

教育を考える
会
関金地区
(12/5)
灘手地区
(12/6)

・13地区で「教育を
考える会」を実施。
各地区において子ど
もの成長を考えた内
容のものが実施さ
れ、熱心に協議等が
行われた。参加者の
固定化が課題であ
る。

Ｂ

各校地域学校
委員会
（二学期のま
とめ）

第２回倉吉市
地域学校推進
協議会(2/17)
（菜の花プロ
ジェクト報告
会との共催・
研修会・倉吉
市の実施状況
のまとめ）

各校地域学校
委員会
（三学期のま
とめ）

・各学校の地域学校
委員会が地域の特色
を生かして活動し、
地域と学校との連携
がより強化されてき
た。

Ａ

市就学指導委
員会(10/28)

市就学指導委
員会(11/28)

倉吉市子ども
の発達支援研
修会(2/9)

１年間を終え
ての指導に関
するアンケー
ト

・本年度より、就学
指導委員会で付帯事
項のある児童生徒に
ついて、適切な学び
が提供されているか
確認助言を行った。
・ＭＩＭ（言語多層
指導モデル）を各校
の取組とし、必要に
応じて実施方法を指
導。全１３校が教材
を活用、データ活用
は７校だった。

Ｂ

教育講演会の
実施（10/10）
アンガーマネ
ジメント

PTA連合会との
意見交換（小
11/22,中11/8)

・小P連・中P連との共
催により教育講演会を
開催して５年目となっ
た。アンガーマネジメ
ント講師稲田氏を迎
え、加者１５０名を超
える研修会となり大好
評であった。

Ｂ

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

新入学学用品
費支払い（早
期支給分)

就学援助について
は、予定どおり支給
できた。新入学学用
品費を２月末頃に支
給した。
特別支援教育就学奨
励費についても計画
的に支給した。
新型コロナウイルス
対策で臨時休校に
なったため急な変更
手続きにも対応する
ことができた。

Ｂ

Ｂ

○学校公開を市内小中
学校で６月に実施し
た。２学期について
は、各校が独自に実施
した。

＊成果指標：
　児童生徒の活動の様
子をウェブページで公
表
　Ａ：全小中学校
　Ｂ：１２校/１８校
以上の
　　　小中学校が公表
　Ｃ：１１校以下

○学校地域連携の取組
は、各地域の実情を踏
まえ充実した取組がな
されるようになった。
一方で、地域からの支
援だけでなく地域への
貢献といった学校の地
域参画も必要である。
＊成果指標
　Ａ：各地区行事の参
加率
　　８０％以上
　Ｂ：各地区行事の参
加率
　　６０％以上
　Ｃ：各地区行事の参
加率
　　６０％より低い

Ｂ

○自立活動の研修会を
実施、また、子ども家
庭課との共催で感覚統
合基本研修を行い、現
場の特別支援学級担
任、小学校１年生担任
のニーズに合った研修
を実施することができ
た。
○本年度より各校での
取組としたＭＩＭ（言
語多層指導モデル）
は、各小学校で必要に
応じた取組が行われ
た。

＊成果指標
　Ａ：ＭＩＭ教材の活
用とデータ利用
　　　　　　全小学校
　Ｂ：ＭＩＭ教材の活
用とデータ利用
　　　　　　７校以上
　Ｃ：ＭＩＭ教材の活
用とデータ利用
　　　　　　６校以下

○核家族化，少子化，
地域における地縁的な
つながりの希薄化な
ど，家庭や家族を取り
巻く社会状況の変化の
中で，家庭の教育力の
低下が課題として残
る。

○適切に交付事務を執
行することができた。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1
栄養教諭等による
食に関する指導

給食
セン
ター

・指導計画作
成及び指導案
提示
・全学級訪問
指導（教科等
での指導）

・給食時間を
使った食に関
する指導   ２
回

・給食時間を
使った食に関
する指導   １
回

・給食時間を
使った食に関
する指導   ６
回

・教科・学活
等を使った食
に関する指導 
４回

・親子で学ぶ
食の教室      
10回

学校保健委員
会　３回

給食試食会
　　　３回

次世代育成食
育連絡会
(6/28)

・給食時間を
使った食に関
する指導   14
回

・教科・学活
等を使った食
に関する指導 
７回

・親子で学ぶ
食の教室    
５回

学校保健委員
会　13回

農業委員会調
理場説明
(7/10)

給食食材供給
部会地産地消
打合会
(7/26)

・給食時間を
使った食に関
する指導   ５
回

・教科・学活
等を使った食
に関する指導 
14回

・親子で学ぶ
食の教室     
２回

2
学校給食衛生管理
基準に基づいた衛
生管理の徹底

給食
セン
ター

（通年）「定
期及び日常衛
生検査」によ
る点検と改善　

3
食物アレルギー対
応の推進

給食
セン
ター

（通年）
・食物アレル
ギー対応食の
提供
・食物アレル
ギー対応の検
討

・食物アレル
ギー対応研修
会
(8/8開催、参
加者21名)

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

7

学校給食の充
実、食育の推
進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

・給食時間を
使った食に関
する指導   ８
回

・教科・学活
等を使った食
に関する指導 
19回

・親子で学ぶ
食の教室     
１回

給食試食会
　　　１回

次世代育成食
育連絡会
(10/29)

・給食時間を
使った食に関
する指導   14
回
・教科・学活
等を使った食
に関する指導 
40回
学校保健委員
会　１回
給食試食会
　　　１回
ひまわり保育
園体験給食
(11/1)

鳥取短期大学
施設見学
(11/8)

学校給食食材
供給部会収穫
体験(11/15)

聖ﾃﾚｼﾞｱこども
園体験給食
(11/22)

・給食時間を
使った食に関
する指導   16
回

・教科・学活
等を使った食
に関する指導 
５回

・給食時間を
使った食に関
する指導   14
回
・教科・学活
等を使った食
に関する指導 
８回
学校保健委員
会　１回

市長を囲んで
の会食会・表
彰式
(1/27 高城小)

教育委員を囲
んでの会食
会・表彰式
(1/24 小鴨小
ほか)

献立作品の展
示(1/24～1/30 
倉吉交流ﾌﾟﾗ
ｻﾞ)

・教科・学活
等を使った食
に関する指導 
９回

学校保健委員
会　12回

倉吉幼稚園体
験給食(2/19)

給食主任や学級担任
等と連携しながら、
望ましい食習慣の定
着につながるよう、
栄養教諭・学校栄養
職員による全学級訪
問指導を計画どおり
186回実施した。

「親子で学ぶ食の教
室」については、計
画どおり給食セン
ターで18回実施し
た。

Ａ

学校給食衛生管理基
準に基づく、調理業
務の衛生管理等につ
いて、工程表等を確
認しながら委託先の
責任者と協議し随時
指導を行った。

Ｂ

給食センターが食物
アレルギー対応して
いる児童・生徒の保
護者、教職員等を対
象とした研修会を開
催し、関係者が共通
認識を持って対応に
あたることを確認し
た。

Ａ

Ａ

○小中学校９年間を通
じて計画的な指導を行
うことにより、児童・
生徒の「食に対する理
解と関心」を深めるこ
とができた。

○調理業務の衛生管理
等を徹底することで、
安全･安心な給食の提
供につなげることがで
きた。

○児童・生徒全員を対
象とした食物アレル
ギー用献立表や、給食
センターで食物アレル
ギー対応をしている児
童・生徒の個別献立表
で情報提供を行い、学
校教育課・学校現場・
保護者と連携しながら
食物アレルギー事故の
防止を図ることができ
た。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

8

地域力を育む
社会教育の推
進
～現代的及び
ライフステー
ジに応じた学
習機会の充実
～

1

成人式（成人式実
行委員会、中学生
ボランティアによ
る運営）

生涯
学習

・成人式実行
委員募集

・成人式実行
委員会8/20.21
（役員、テー
マ決定）

・成人式実行
委員会9/18
（企画準備）

2

各種講座開設　専
門・実践的な高等
教育を受ける機会
確保（鳥取看護大
学・短期大学・倉
吉市連携講座、生
涯学習講座、鳥取
大学連携講座、人
材銀行、女性連絡
会）

生涯
学習

・夏休み講座
検討会、社会
教育事業検討
会（4/26）

・人材銀行て
びきの発刊
・利用PR(市
PTA連・自治
連）

・女性連絡会
西・鴨中校区
活動（4/2・23
人）

・看護･短大
(第１回）
6/25・76人

・看護･短大
(第２回）
7/5・53人
・看護･短大
(第３回）
7/19・90人

・県連携講座
（7/27）116人

・女性連絡会
代表者会
（7/16・16
人）

・看護･短大
(第４回）
8/2・74人
・看護･短大
(第５回）
8/23・66人

・女性連絡会
運営員会
（8/26・5人）

・生涯学習講
座（第１回）
9/8・70人
（第２回）
9/21・64人

・社会教育事
業検討会
（9/6）

・女性連絡会
東中校区活動
（9/2・49人）
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

○昨年に引き続き成人
式の警備体制の充実を
図り、無事に成人式を
終えることができた。
この実績を踏まえ、今
後の警備体制について
検討していく。実行委
員としての経験が後輩
の支援に繋がるよう、
また社会人になってか
らも助け合える仲間作
りに繋がるよう、成人
式を核にした若者の新
たな世代を繋ぐ機会と
なるよう引き続き事業
を展開していきたい。

・成人式実行
委員会10/27
（企画準備）

・成人式実行
委員会11/10・
11/24（企画準
備）

・成人式実行
委員会12/15
（事前リハー
サル）
12/25（会場下
見・打ち合わ
せ）

・成人式(1/3)
・実行委員会
OBボランティ
ア

・成人式実行
委員会2/29
（反省会）

・昨年に引き続き妨
害行為への対策を講
じ、何事もなく式を
終えることができ
た。
・実行委員が主体と
なって成人式実行委
員会企画の準備・運
営に取り組み、成人
式を成功させた。
・実行委員会に身近
な存在であるOB・OG
に参加してもらい、
経験談や助言を受け
て、より充実した企
画内容の検討や円滑
な準備に繋がった。
また当日も舞台袖で
声をかけてもらい、
緊張がほぐれ、落ち
着いて企画進行をす
ることができた。
・多くの中高校生に
ボランティアとして
参加してもらった。
実行委員　15人
実行委員OBOG（新採
職員含）　３人
中学生　31人
高校生　16人

Ｂ

Ｂ

・生涯学習講
座（第３回）
10/12・40人
（第４回）
10/27・40人
（市外研修）
10/17・17人

・県連携講座
（10/6・105
人）

・女性連絡会
久米中校区活
動（10/25・13
人）

・生涯学習講
座（第５回）
11/9・42人

・女性連絡会
研修交流会
（11/11・27
人）
・女性連絡会
河北中校区活
動（11/25・28
人）

・社会教育事
業検討会
（3/4）

【看大・鳥短公開講
座】「現代社会を生
きる知恵」をテーマ
に、地域に根ざした
文化や生活等に焦点
を当てた講座を実
施。例年に比べ参加
者が伸び悩んだ。
【生涯学習講座】
「ことばの魅力に迫
る」と題し、全５回
講座・市外研修を実
施。図書館と連携し
て展示を行い新規受
講者獲得に繋がっ
た。県と連携して講
座を実施。高校生の
参加もあり様々な年
代、地域の方との交
流の機会となった。
【人材銀行】新規登
録者のHP掲載や子ど
も会総会等でPRを行
い活用が拡大した。
【女性教育】各中学
校区での活動及び全
市における研修を行
い、学びを通じた参
加者の交流も図るこ
とができた。

Ａ

○各種講座は、昨年度
に引き続き地域課題を
意識しながら実施し
た。県連携講座では
100名を超える参加が
あり、様々な年代、地
域の方との交流の機会
を作ることができた。

○看大・鳥短公開講座
では、地域の課題と大
学の専門性の均衡を
図った学習機会の提供
を行い、参加者の学び
が深まった。例年に比
べ参加者が少なく、よ
り多くの方に参加して
もらえる工夫を検討し
ていくことが必要。

〇社会教育関係課連絡
会により、事業の共有
及び連携を図ること
で、事業内容の充実と
効率化に繋げることが
できた。

〇女性が企画や運営に
関わることで主体的な
学びとなった。また参
加者同士の情報交換な
どで課題を共有し、さ
らに学びを深めること
ができた。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

2

放課後子ども教室
推進事業
（総合プラン連携
型、子どもいきい
きプラン、通学合
宿）

生涯
学習

・関金放課後
子ども教室
（児童館連携
型）開級

・放課後子ど
も教室(１地
区)

・各地区子ど
もいきいきプ
ラン実施

・放課後子ど
も教室運営委
員会
（5/14）

3

倉吉地区少年補導
センター事業への
参画、青少年育成
協議会との連携

生涯
学習

・街頭補導(毎
月）

・高校生マ
ナーアップさ
わやか運動
(4/16～19)

・第１回評議
委員会
（5/28）
・第１回運営
委員会
（5/10）

・補導セン
ター情報交換
会（6/25）

・第１回倉吉
市青少年育成
協議会
（6/27）

・第２回運営
委員会（7/4）
(・青少年育成
者研修会7/11)

・「家庭の
日」絵画作品
募集（8/26～
9/10）

・第３回運営
委員会
（9/26）

・高校生マ
ナーアップさ
わやか運動
（9/10～13）

・「家庭の
日」絵画作品
審査会
（9/12）

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

9

支えあう人づ
くり・輝くま
ちづくり
～絆づくりや
地域のコミュ
ニティ形成に
向けた学習活
動の推進～

1

青少年の健全育成
と青少年団体の育
成支援（子ども
会・ものづくり道
場・伝統文化体験
教室）

生涯
学習

・ものづくり
指導者派遣、
手づくり教室
の実施(年間）

・中部社会教
育担当者会
（第１回
4/10）

・市子ども会
連絡協議会総
会（5/9）

・ものづくり
指導者養成講
座（5/11）

・中部社会教
育担当者会
（第２回
5/15）

・ものづくり
指導者養成講
座（6/8）
・中部地区少
年少女のつど
い（6/23）

・中部社会教
育担当者会
（第３回
6/18）

・ものづくり
指導者養成講
座（7/13）
・夏休み子ど
も体験教室
（7/29・22
人、7/31・15
人）
・中部社会教
育担当者会
（第４回
7/17）

・ミクロネシ
ア諸島自然体
験交流事業推
薦派遣（7/29-
8/8・1人）

・夏休み子ど
も体験教室
（8/1・29人）
・中部社会教
育担当者会
（第５回
8/28）
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

・放課後子ど
も教室運営委
員会（11/12）

運営委員会を２回実
施。事業内容と進捗
を確認した。各地区
における放課後子ど
も教室については、
市内で14教室、年間
を通して実施した。

Ｂ

○放課後子ども教室を
通して、子どもの居場
所づくりと、子どもと
地域住民との交流を促
すことができた。運営
委員会では、各地区の
取り組みについて情報
共有を行った。

・第４回運営
委員会
（11/28）

・「家庭の
日」絵画作品
巡回展（12/13
～12/22）

・第５回運営
委員会
（1/23）

・第２回評議
委員会
（2/14）

・第６回運営
委員会
（3/26）

【倉吉地区少年補導
センター】倉吉地区
少年補導センターの
事業に関する協議や
情報交換を行なう運
営員会を年６回、予
算や事業計画につい
て協議する評議員会
を年２回実施した。
また、定期的な街頭
補導に加え、青少年
関係者の研修会の参
加や啓発に努めた。
【倉吉市青少年育成
協議会】あいさつ運
動や研修会への参加
に加え、啓発活動に
取り組んだ。

Ｂ

○補導対象事業や街頭
補導を実施した。非行
や犯罪被害の低年齢化
が進む中、様々なキャ
ンペーン活動等を通し
て啓発を行った。

・中部社会教
育担当者会
（第６回
10/15）

・市子ども会
リーダー研修
会（11/3・10
人）

・中部社会教
育担当者会
（第７回
12/2）

・県子ども会
ジュニア・
リーダー研修
会（12/14～
15・3人）

・中部ハイス
クールフォー
ラム（12/22・
163人） ・中部社会教

育担当者会
（第８回
2/28）

【子ども会】倉吉市
子連が実施する研修
会を実施し、県子連
等が実施する研修会
に派遣を行い、学び
の機会を設けた。３
月の研修会が中止と
なった。子ども会や
レクについて学ぶ場
となっていたため、
次年度早めの研修の
実施を検討する必要
がある。
【中部地区社会教育
担当者会】中部地区
の市町共同で少年少
女のつどいを実施。
今年度初めてハイス
クールフォーラムも
共催で実施した。
【ハイスクール
フォーラム】今年度
は中部市町共催で実
施。中部に取組みを
広げた。各高校の特
色ある活動や取組み
の発表と掲示、及び
地域住民や中学生と
の意見交換を行っ
た。

Ｂ

Ｂ

○「子ども主体による
子ども会運営」とする
子ども会のあり方等を
研修会で取り上げ、子
ども会の活動支援に繋
がる事業が実施でき
た。中学生の加入率の
低下を受け、秋の研修
で進学後も子ども会活
動に関わることを内容
に盛り込んだ。

〇異なる地域や学校の
青少年が、ともに自然
の中で体験活動を行う
ことで、仲間作りや自
然の大切さを学んだ。

〇地域住民や中学生
に、高校生の活動や取
組み、社会や地域に対
する高校生の考えを
知ってもらい、今後の
高校生と地域との連携
につながる取組みを中
部に広げることができ
た。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1

学習の質向上と学
習成果の活用（公
民館と地域振興の
連携）

生涯
学習

・公民館職員
研修会(4/12)
・公民館職員
初任者研修会
(4/17)

・第１回市公
連理事会 
(4/19)

公民館長会
(5/14)

・公民館主事
研修会(5/16)

・公民館主事
研修会(6/20)

・第２回市公
連理事会 
(6/14)

・公民館長会
（現地研修
7/9）

・公民館主事
研修会(7/18)

・公民館長会
（社会教育委
員との語る会
8/6）
・公民館主事
研修会(8/22)

・第３回市公
連理事会 
(8/7)

・中四国地区
公民館研究集
会（9/5.6）

・公民館長会
（9/13）

・公民館主事
研修会(9/19)

・中部地区社
会教育関係者
研修会
（9/26）

・中・高生等
青少年の公民
館事業(祭り、
運動会等)への
参加推進

・関金：夏休
みまなび教室
（7/29～8/1・
高校生延べ6
名）

・中学生ボラ
ンティア（地
区夏祭り運
営）
・上灘：夏休
みお助け隊
（8/5～9・高
校生延べ12
名）
・小鴨：夏休
みお助け隊
（8/5～6・高
校生延べ17
名）、防災
キャンプ（8/9
～10・中高校
生7名）

・中学生ボラ
ンティア（地
区運動会運
営）

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

10

公民館活動の
推進
～学習の質向
上と学習成果
の活用～

2

人づくり・地域づ
くりの推進
（公民館研究指定
事業）

生涯
学習

・公民館研究
指定事業の委
託、運営支援

・情報発信
（館報・ＨＰ
紹介、マスコ
ミ情報提供）

・灘手「成人
講座」
・小鴨「地域
づくり講座」 ・上北条「地

域課題研究」
・上井「健康
づくり講座」
・成徳「高齢
者学級」
・社「地域づ
くり講座」
・高城「地域
づくり講座」
・関金「地域
づくり講座」 ・明倫「成人

学級」
・上小鴨「地
域づくり講
座」

・西郷「青少
年学級」
・上灘「地域
づくり講座」

・北谷「地域
課題研究」
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

・公民館長会
（10/8）

・第４回市公
連理事会 
(10/2)

・公民館長会
（11/12）

・公民館主事
研修会(11/21)

・公民館管理
委員長会
（11/11）

・公民館長会
（1/7）

・公民館主事
研修会(1/16)

・社会教育主
事講習（1/20
～2/27）

・第５回市公
連理事会 
(1/15)

・公民館長会
（2/4）

・公民館主事
研修会(2/20)

・第６回市公
連理事会 
(2/26)

・公民館長会
（3/11）

・公民館主事
研修会(3/12)

・公民館管理
委員長会
（3/26）

・第７回市公
連理事会 
(3/27)

館長研修会や主事研
修会を年間計画に基
づき実施した。公民
館職員としての質の
向上を図った。主事
研修会の中で、研究
部会を３回実施し、
各部会でテーマを設
定し、主体的に課題
解決につながるよう
取り組んだ。各部会
での研究成果を全体
で共有した。
公民館主事２名が社
会教育主事講習を受
講した。
市公連・館長会と連
携し、主に公民館事
業の充実・課題解決
等について検討・議
論した。

Ｂ

〇研修会の中で公民館
職員で課題を共有して
話し合ったり、お互い
に情報交換をすること
により、公民館同士の
連携が生まれたり、全
体として公民館の課題
解決や事業の充実につ
ながった。

〇公民館優良表彰など
で本市の地区公民館が
全国で高い評価を受け
ているのは、研究指定
事業において、住民が
企画や運営に関わり、
３年間をかけて地域課
題解決に向けた事業を
展開できていることが
大きな要因である。

○公民館報のＨＰ掲載
を続け、公民館情報を
広く発信している。

・中学生ボラ
ンティア（地
区文化祭運
営）
・上北条：エ
コツリー制作
（11/9・高校
生2名）

・小鴨：かが
く実験教室
（12/7高専生2
名）

・中高校生ボ
ランティア
（成人式）中
学生31名・高
校生16名

Ａ

・公民館計画
訪問（10/8～
10/31）

・上灘： 県社
会教育振興大
会実践発表
（10/1）

・倉吉市公民
館活動展(12/6
～7・来場者数
913人)
・公民館研究
大会(12/13・
93人)

【公民館研究指定事
業】全地区公民館に
おいて、地域課題解
決につながることを
目的にそれぞれ青少
年学級、地域づくり
講座、健康づくり講
座等テーマを設定し
て学習機会の提供を
行う講座を実施し
た。住民が企画や運
営に関わる仕掛けを
し、地域で主体的に
取り組んだ。
優良公民館表彰にお
いて上灘公民館が、
昨年度の上北条公民
館に続き全国で５館
の優秀館に選ばれ
た。研究指定事業で
実施した地域づくり
講座「うわなだ未来
塾」における子ども
を核として地域と学
校が連携して取組
み、地域活性化にも
つながったことが高
く評価された。 Ａ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

3
公民館のあり方検
討

生涯
学習

庁内関係課に
よる協議（各
制度の整理）
（4/17）

館長会現状説
明（5/14）

庁内関係課に
よる協議
（6/6）

庁内関係課に
よる協議
（7/24）

主事会現状説
明（8/22）
庁内関係課に
よる協議
（8/27）

館長会現状説
明（9/13）

4
安全安心な施設整
備空調整備（成
徳、明倫、北谷)

生涯
学習

・修繕随時
・北谷公民館
会議室空調機
取替（7/5完
了）

・成徳公民館
事務室空調機
取替（7/31完
了）

・明倫公民館
大会議室空調
機取替（8/21
完了）

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

10

公民館活動の
推進
～学習の質向
上と学習成果
の活用～

H32年度以降の公民館運営について決定する。

・ﾊﾟｿｺﾝOS更新及び新規購入

・成徳公民館事務室空調機取替

  明倫公民館大会議室空調機取替

  北谷公民館大会議室空調機取替

・小鴨公民館改修（8／5完了）

・上灘公民館土間防滑修繕業務（7／31完了）
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

庁内関係課に
よる協議
（10/2, 
10/18）
社会教育委員
協議会へ方針
案説明(10/29)

公民館管理委
員長会へ方針
案説明(11/11)

公民館長会へ
方針案説明
(11/12)

公民館主事会
へ方針案説明
(11/18)

協定書締結

行財政改革のうち、
施設のあり方に係る
検討について、関係
部署が集い数回にわ
たって協議を進め、
「地域のあり方に関
する方針j（案）」
を策定した。
関係者へ説明し、意
見を求めた。

Ｂ

○地区公民館が現在
担っている機能の所管
課が集い検討し、「地
域のあり方に関する方
針（案）」を策定し
た。そして館長会、主
事会等へ説明をし意見
を伺った。

・上小鴨公民
館消火栓ポン
プ主弁取替
（1/23完了） ・明倫公民館

資材倉庫屋根
修繕（2/13完
了）

・高城公民館
相談室空調取
替（2/25完
了）

大規模な修繕はな
かったが、利用者の
安心で安全な利用を
促進するため、老朽
化等の課題に対しア
イデアを出し工夫し
ながら対応した。

Ｂ

○安全で安心な公民館
施設の維持管理に努め
た。早急に対応が必要
な課題について専門部
局と確認・協議を実施
し、公民館と連携しつ
つ業務を遂行した。

Ａ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1
スポーツ推進に関
する重要事項の調
査審議

生涯
学習

桜相撲大会
(4/21)

市民体育大会
（水泳競技
  7/15）

スポーツクラ
イミング日本
代表・フラン
ス代表合宿

スポーツ教室
(スポーツ推進
委員・地区公
民館)

海洋センター
カヌー教室
（体育施設指
定管理者ミズ
ノ共催）
小中学生４月
～Ｒ２/３月

指定管理者に
よる各種教室

大人のカヌー
教室（5月～
9）

温水プール夏
休みジュニア

短期教室

【上鴨】
ファミーリー
バドミントン
（3回29人）
【関金】
ファミーリー
バドミントン
（3回21人）

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポー

ツの振興

2
スポーツ活動機会
の充実(地域ｽﾎﾟｰﾂ

の振興)

生涯
学習
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

第1回審議会

2回の開催を予定し
ていたが、1回の開
催となった。課題も
多く山積している。
来年度は年2回開催
する。

Ｃ Ｃ

○オリンピック・パラ
リンピック開催にとも
ない多様化するニーズ
に応えるためにも年2
回の開催が必要と考え
る。

市民体育大会
（倉吉マラソ
ンほか　
10/14、20、
26，27）

女子駅伝
 日本海駅伝
    競走大会
(開会式10/5
　大会10/6）

古希野球中四
国大会
(10/19～20）

米子・鳥取間
 駅伝競走大会
(11/9～10)

ニュースポー
ツ交流会
(1/26)

倉吉市体育協
会スポーツ表
彰
日本海新聞ふ
るさと大賞
(2/23)

【各種大会等】
計画どおり実施でき
た。
ただし、来年度はオ
リンピック開催に伴
い事業計画等日程調
整が必要となる。

【コンベンション】

フランス代表合宿
に、県及び地域づく
り支援課からの依頼
を受け協力した。フ
ランスからは高評価
を得た。

【上灘】
ファミーリー
バドミントン
（3回200人）

【上北条】
ファミリーバ
ドミントン
（3回58人）
【西郷】
ファミリーバ
ドミントン
（2回20人）
【北谷】
ファミリーバ
ドミントン
（3回29人）

【成徳】
ファミーリー
バドミントン
（3回25人）

加藤伸一野球
教室（12/15） 
（野球振興協
議会主催）

スポーツ指導
者研修会
(12/28)

Ｂ Ｂ

○各種大会・イベント
各主催・協力団体との
連携・調整を図り、女
子駅伝・日本海駅伝で
は初めて報道車両が競
技中の選手への接近が
許可されるなど、安全
性を担保し効率的・効
果的に事業実施するこ
とが可能となった。
来年度以降はさらに安
全性を高める努力とス
ポーツ情報を効果的に
発信することを計画す
る。
スポーツコンベンショ
ンは、個々の事業を一
過性のものとするので
はなく、「スポーツ振
興を通じて地域の活性
化を図る」の視点を
もって、ソフト事業の
具体的企画・立案を関
係団体と進めていくこ
とが重要と考えてい
る。
なお、令和2年度はコ
ロナウイルスの影響を
考慮した事業計画とな
る。

○教室・研修
教室事業は、定着も図
られ安定した参加人数
があるが、地域スポー
ツ教室以外は横ばいの
状態であり、定例的な
利用者となっている。
このことから、視点を
変えた事業に取り組む
必要があると考えてい
る。

【スポーツ教室】
各地域での教室は定
着し各会場ともに参
加人数は増加傾向。
【研修会】
講師の日程調整がで
きず、予定した5回
のうち2回の開催と
なった。

【指定管理教室】
温水プールによる教
室は、利用者の要望
を取り入れ、新たな
教室を開設した。教
室運営を通じて健康
づくりを図った。
体育施設については
従来の教室及び鉄棒
教室等スポット事業
を増設し子どものス
ポーツ参加のきっか
けづくりを推進し
た。

【ＢＧ教室】
今年度も体育施設指
定管理者と共催で実
施した。

- 27 -



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

生涯
学習

児童生徒
 全国大会
 出場費補助金

桜相撲補助金
（4/21開催）

日本海駅伝補
助金

申請26団体

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポー

ツの振興
2

スポーツ活動機会
の充実(地域ｽﾎﾟｰﾂ

の振興)

生涯
学習

学校開放

体育施設

市営温水プー
ル指定管理選
定委員会

温水プール

海洋センター
（4/6～9/30）
海洋センター
指定管理に向
けた方針協
議・決定

募集要項の作
成

要項・募集方
法の決定

募集開始・現
説
（7/24～
8/30）
現説:8/19
質問:8/9～
8/22
募集締切:8/30
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

【全国大会補助】
３月予定されていた
大会がコロナウイル
スの関係により中止
されたが、前度実績
23件に対し今年度は
26件と３件上回っ
た。

【桜相撲補助】
大会は計画どおり実
施できたが、県の監
査があったことによ
り、決算が遅れ、実
績報告の提出が遅れ
た。

【日本海駅伝補助】
今年度132チームが
出場。補助金執行も
計画どおりできてい
る。

Ｂ

○補助金
全国大会の補助金ニー
ズは高く、例年20件以
上の申請があるが、申
請手続きが分かり難い
等、制度上の問題もあ
るため、来年度以降、
要項の改正等を検討す
る必要がある。

Ｂ

選定委員の決
定
第1回選定委員
会（10/25）

指定管理料
　確認・精査

第２回選定委
員会
プレゼン実施
候補者決定
答申提出

議案提出 告示
協定書作成

特別休館(1週
間)

協定書締結

【学校開放】
本年度も30,000人を
超える利用者がある
が、団体における活
動が広域化してお
り、利用実態と規則
が合わなくなってい
る。
また、破損等の事故
も増加傾向にあり今
年度から報告書提出
を求め確認してい
る。

【温水プール指定管
理者選定員会】
2回の委員会を開催
し指定管理候補者を
選定。指定管理料が
増額の提案となった
が、候補者と協議・
精査し約2,000千円
の減となった。

【海洋センター指定
管理協議】
体育施設指定管理者
ミズノと再協議し条
件を整理し令和３年
度の導入を目指して
いる。

Ｂ

○指定管理事業
最終目標である指定管
理者による自主運営・
自主採算を目指すため
利用率の向上を図る事
業が必要であり、体育
施設及び温水プール共
に次期5ヵ年での利用
率向上を図る必要があ
る。

○選定員会
指定管理料の算出は事
業者で違うだけでな
く、温水プール等の水
を扱う施設はリスクが
高く高額になりやすい
傾向にある。現状の利
用率では利用料収入の
大幅な増加は見込め
ず、また施設の老朽化
に伴う維持管理費が高
騰することが想定され
る。今後の指定管理者
制度については十分な
検討が必要と考えてい
る。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

第1回体育協会
常任理事会
(5/27)
体育協会理事
会(5/29)

市民体育大会
（水泳競技）
(7/15)

市民体育大会
総務委員会・
実行委員会
(7/25)

県民ｽﾎﾟﾚｸ選手
派遣(水泳競技
)(8/24～25)

中部駅伝
　　選手派遣
(9/8)

スポーツ推進
委員辞令交
付・協議会総
会（4/5）推進
委員50名

第1回役員会
(4/17)

県スポーツ推
進委員協議会
理事会・代議
員会・編集委
員会
(4/27)

第2回役員会
(5/31)

県スポーツ推
進員研究大会
運営委員会
(5/18)

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員
第1回講習会
(6/28)

中国スポーツ
推進委員研修
大会
(6/22～23)

ＳＵＮ・ＩＮ
未来ウォーク
協力(6/1)

スポーツ教室
運営開始

郡市合同実技
研修会(7/28)

第3回役員会
(7/19)

県スポーツ推
進委員リー
ダー研修会
（7/13）　　

県スポーツ推
進員研究大会
運営委員会
(8/9)

第4回役員会
(8/28)

第1回実技研修
会(9/17)

市ｽﾎﾟｰﾂ少年団
本部総会
(4/25)

市ｽﾎﾟｰﾂ少年団
交流大会(野球　
4/13、4/20
ﾊﾞﾚｰ4/28)

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流ﾐﾆ
ﾊﾞｽｹｯﾄ大会
(5/11)

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流野
球大会開会式
(6/22)

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流野
球大会決勝ﾄｰﾅ
ﾒﾝﾄ
(9/8)

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流ﾊﾞ
ﾄﾞﾐﾝﾄﾝ大会
(9/22)

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポー
ツの振興

3
スポーツ指導者の
養成・団体の育成

生涯
学習
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

市民体育大会
（倉吉マラソ
ン他競技）開
催(10/14)

女子駅伝・日
本海駅伝協力
(開会式10/5
　大会10/6）

県民スポレク
選手派遣（秋
季）
(10/20～）

きたろうｶｯﾌﾟ　
駅伝選手派遣
(10/14)

米子～鳥取間
 駅伝選手派遣
(11/9～10)

スポーツ表彰
　 候補者推薦
(11/3)

スポーツ表彰
   選考委員会
(1/16)

スポーツ表彰
式
(2/23)

監査会
体育協会事業につい
ては、概ね例年どお
り実施できたが、ス
ポーツ団体の情報発
信は実施できなかっ
た。
スポーツ表彰は昨年
度実績を超える参加
者数となり、競技ス
ポーツ活性化の一助
となっている。

〇計画していた各種団
体の実態調査、情報発
信は進んでおらず、昨
年どおりの事業実施と
なった。このため来年
度も、事業の見直し、
再編できるよう各事業
の実態及びニーズ確認
を図る。
まずは、本審議会終了
後にスポーツ少年団を
対象とした調査を実施
し、子どものスポーツ
活動の実弟を把握。子
ども達が安全・安心に
スポーツに取組める環
境の創出と活動を支え
る指導者の確保及び資
質向上を図る方向性を
検討する。
また、調査に合わせて
ニーズを把握し、現在
の協会活動内容と比較
検討することで、事業
の方向性、各団体への
支援、指導者確保等ス
ポーツ推進に繋がる各
事業の整理統合、新設
を行うことを計画す
る。

女子駅伝協力
日本海駅伝協
賛(10/6)

全国スポーツ
推進委員研究
大会（11/14～
15）

県スポーツ推
進員研究大会
運営委員会
(11/11)

県スポーツ推
進委員研究大
会（11/30～
12/1）

第2回実技研修
会（12/10）

ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ交流
会（1/26）

東伯郡スポー
ツ推進研究大
会（1/18～
19）

第2回講習会
（2/25）

県民のスポー
ツ編集委員会

決算監査
第3回役員会

講習・実技研修及び
ニュースポーツ交流
会の企画運営につい
て、スポーツ推進委
員が主となって運営
できるよう少しずつ
見直してきた。
若い委員が選出さ
れ、積極的に研修等
に参加している。

〇スポーツ推進委員の
認知度を上げ、主体的
に事業に取り組めるよ
う事業再編を進めた結
果、ニュースポーツ交
流会等は参加者が増加
し地域スポーツの活性
化に繋がっている。こ
のため、来年度はさら
に一歩踏み込んだ事業
を検討し、スポーツ推
進委員独自で活動でき
る体制の構築を図る。

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流ﾊﾞ
ﾚｰﾎﾞｰﾙ大会
（11/10）

中部地区ｽﾎﾟｰﾂ
少年団交流野
球大会決勝ﾄｰﾅ
ﾒﾝﾄ
(11/3、11/23)

鳥取県
ｽﾎﾟｰﾂ少年団ﾘｰ
ﾀﾞｰ研修会
（11/16～
11/17）

市ｽﾎﾟｰﾂ少年団
ｷｯｽﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
ﾘｰｸﾞ交流大会
（1/19）

市及び中部地
区ｽﾎﾟｰﾂ少年団
監査

鳥取県
ｽﾎﾟｰﾂ少年団ﾘｰ
ﾀﾞｰ研修会

各競技の交流大会は
計画どおり実施でき
たが、少年団全体で
の交流大会は実施で
きなかった。各競技
とも少年団以外の大
会が多く、なかなか
調整できないことが
課題である。
来年度から指導者制
度の改革もあり、今
後の指導者確保・育
成が課題となる。

Ｂ Ｂ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

ラグビー場移
設
　競技団体協
議

移設整備方針
決定
実施設計準備
（JV又は建
築・土木分
離）

実施設計額決
定
補正予算計上

議案提出 議会承認
入札準備

スコアボード
実施設計
グラウンド整
備
黒土搬入（ミ
ズノ）

トイレ洋式化
（第2期：ミズ
ノ）
※第1期はＨ30
年度に実施

防火扉取替修
繕

体育施設等修
繕・器材整備
（通年） スポーツセン

ター体育館照
明器具取替
（6/1～7/26）

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

11
体育・スポー

ツの振興
4

体育施設の整備充
実

生涯
学習
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

入札業者決定

実施設計開始
土木（10/24～
3/24）
建築（10/29～
3/27）

３月補正予算
計上

概算工事費決
定

3月議案提出

国庫補助申請

実施設計完了
工事入札準備

競技団体との協議
は、団体の協力もあ
り概ね計画どおり設
計を完了し来年度施
工する。また、財源
についても、国の補
正予算でラグビー場
補助事業が追加・決
定され当該事業が該
当となり、事業費の
1/3が国費が補助対
象となる。

工事入札・着
工
(10/10～
3/19）

スコアボードの電光
掲示化によって長年
の懸案だった改修が
終了した。今後は利
用者の利便性の向上
に繋がることが期待
される。
なお、スコアボード
の改修を機に高校野
球大会の開催が決定
している。

利用者の利便性向上
が図られ、利用促進
に繋がった。

修繕入札・着
工(1/23～
3/31)

利用者が少ない冬季
に修繕を実施し、利
用者の安全確保に繋
がった。

庭球場測量設
計業務入札・
着工（1/7～
3/31）

庭球場改修工
事費決定・当
初議案提出

庭球場は、昭和48年
に竣工し、昭和59年
以降は改修していな
いため、運営面、安
全面において支障を
きたしていた。社会
資本整備交付金を活
用し、クレーコート
を人工芝へ改修する
ことにより利用促進
に繋がることが期待
される。
なお、コートの整備
内容については、競
技団体と協議し設計
に反映している。

Ｂ Ｂ

○各工事及び設計等業
務については、計画ど
おり完了している。
次年度も緊急性の高い
ものから順次実施す
る。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

伝建審議会
6/28(第1回) 文化庁指導

伝建講演会
8/21

現状変更部会
9/12

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

12
文化財の保
存、活用、伝
承

1

伝建地区の災害復
旧・保護（修理・
修景事業）

文化
財

平成31年度　【災害復旧】　22棟

平成30年度繰越【災害復旧】 6棟

  令和2年事業

平成31年度　修理・修景　　8棟　

令和2年計画
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

文化庁指導
伝建審議会
（第２回）

現状変更部会
（第2回）1/18

伝建事業に関
する啓発事業
（長谷の観音市）

・被災した242棟に
対し181棟
（74.8％）まで工事
完了。災害復旧工事
を継続していく方針
を国・県と確認。
・特定物件2件追
加、錯誤による3件
解除して修理困難な
案件の修理を進め
た。「伝建保存活用
計画」の見直しが必
要であるが、策定に
至らなかった。
・伝建地区内にゲス
トハウス(観光交流
課担当)が完成し
た。また、地区内に
市営住宅(建築住宅
課担当)が可能かど
うかの検討に協力し
た。小規模な修理
は、街なみ環境整備
事業(管理計画課担
当）で対応した。建
築基準法緩和条例の
改正手続きを建築住
宅課と連携して進め
ることができた。

Ｂ

○特定物件の追加・削
除をしながら、保存修
理・災害復旧事業を進
めたが、職人・資材不
足、所有者の資金繰り
等により修理目標を達
成することができな
かった。

○非特定物件が解体さ
れ空地化を食い止める
ことができず、保存活
用計画の見直しが急が
れる。

○関係部局と協力しな
がら、伝建地区の事業
を進めることができ
た。

・県中部地震で休止
していた倉吉町並み
保存会による防災訓
練を11月にすること
ができた。

Ａ

令和2年申請
  建築基準法緩和申請・手続

 倉吉町並み保存会

 防災訓練

　11/10
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

指定文化財候
補の調査

5/26文化財協会
総会・研究発表
会

文化財協会「講
演会」古代寺院
7/27

試掘調査

塚ノ山古墳
4/22-6/24

遺物整理作業

駄経寺町2丁目地
区(大御堂廃寺
跡）
5/13-7/10

横田地区
(追加）
8/20-8/27

2
文化
財

指定文化財の整
備・保護

3

埋蔵文化財の発掘
調査

文化
財

倉
吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

12
文化財の保
存、活用、伝
承

〔大御堂廃寺保存活用計画策定〕

〔史跡維持管理〕

発掘調査　両長谷遺跡第２次（産業廃棄物処分場整備）

発掘調査　中尾遺跡第３次（大谷工業団地）実績

5/31策定委員会 9/5策定委員会

〔小川家住宅修理・小川氏庭園保存処理〕

〔桑田家住宅修理〕

整備計画準備

〔大日寺古墓群修理〕

大御堂廃寺跡遺物調査

立会調査　向山メガソーラー
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

パブコメ12/25
～1/31

10/5県指定
（小鴨家臣起
請文）講演会

南山荘修理中
公開
11/22－23

文化財協会「倉
吉学講座」古代
寺院
10/19
長谷寺石造物
ワークショップ
10/20

文化財協会文化
財めぐり（琴浦
町方面）
11/17

文化財協会「倉
吉学講座」荒尾
家
12/15

文化財だより刊
行

○保存のための確認調
査である塚ノ山古墳・
大御堂廃寺跡の発掘、
記録保存のための本調
査である両長谷遺跡・
中尾遺跡の発掘につい
て、それぞれ成果をあ
げることができた。

井手畑地区
(追加）
9/30-10/3

西倉吉町地区
10/30-12/24

上神地区
（追加）
1/9-1/16

福庭地区
（追加）
2/19-20

不入岡地区
(追加）
2/26-3/9

・「大御堂廃寺跡保
存活用計画」原案を
公表してパブコメを
募集し修正を加え、
文化庁認定の申請を
行った。

・県指定候補の大御
堂廃寺跡の出土遺物
について、県との調
査を7回実施。昭和
48･49年発掘の松ヶ
坪遺跡報告書作成が
必要との指導を受け
た。

・小川氏庭園「南山
荘」の修理中の一般
公開では、文化財修
理技術･工法の説明
を行い、啓発を図っ
た。

・「小川家住宅保存
活用計画」の改正を
行い、保存範囲・活
用方法を再検討し、
将来の設計業務へ繋
げることとなった。

・倉吉文化財協会の
協力を得て、年間内
容を「古代寺院」と
し、大御堂廃寺跡の
各事業に役立てるこ
とができた。

○大御堂廃寺跡保存活
用計画を策定し、文化
庁認定の手続きをする
ことができた。

○小川氏庭園（環翠
園）の調査をしながら
修理を進めることがで
きた。「南山荘」の修
理中の一般公開で、文
化財修理技術･工法の
説明を行い、啓発を図
ることができた。限ら
れた期間の中で、「小
川家住宅保存活用計
画」の改正を行い、活
用の設計業務へ繋げる
ことができた。

・志津の塚ノ山古墳
の調査により、周溝
を含めて約63ｍ規模
で当地方を代表する
古墳であることを確
認した。

・駄経寺町2丁目地
区の調査で大御堂廃
寺の築地塀が発見さ
れ、寺域を推定する
史料を得ることがで
きた。

・両長谷遺跡は弥生
時代後期の集落跡
で、遺構の密度が予
想を超え、調査期間
を延長して行った。

・中尾遺跡は古墳12
基の調査となり、予
定の期間では終了で
きなかった。

・試掘調査は当初計
画3件に対して追加5
件の計8件につい
て、開発者と調整し
ながら対応できた。

Ａ Ａ

1/11策定委員会
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1
郷土の文化芸術、
伝統文化を学べる
場の提供

博物
館

・特別展「金
澤翔子展」(6
～5/6)

・考古収蔵品
展

・歴史民俗資
料館（平成 倉
吉の歩み）

・土天神館外
展示（倉吉淀
屋）

・土天神館外
展示（円形劇
場フィギュア
ミュージア
ム）

・倉吉市美術
展覧会/前期10
～19、後期24
～7/3 

・美術所蔵品
展(6/29～
7/21)
「花の咲く風
景/大坂弘道作
品展」

・歴史民俗資
料館「夏の風
物詩～民具と
ことわざ～」

・美術収蔵品
展(7/31～9/5)
「没後50年中
井金三展/米本
一郎山を描く/
大坂弘道作品
展」

・考古所蔵品
展「国分寺と
古代官衙」

・歴史民俗資
料館「昭和の
風景と倉吉
絣」

2
トリエンナーレ美
術賞（菅楯彦大
賞）作家選考

博物
館

・推薦委員の
選考により推
薦委員36人を
選定。

・推薦委員に
作家の推薦を
依頼する。

・審査委員と
作家選考会の
日程調整を行
う。

・推薦委員3名
から推薦辞退
の連絡を受け
る。

・作家選考会
（東京)6/23､
指名作家を確
定。

・シード作家4
名を含め37名
の指名作家に
出品依頼を行
う。

・指名作家37
名全員の出品
承諾を得る。

3
地域の文化資源の
活用

博物
館

・自然ウォッ
チング/ 天体
(13日)

・自然ウォッ
チング/打吹山
の動物（19
日）

・自然ウォッ
チング・植物
（29日）

・博物館講座/
市展ワーク
ショップ（一
字書に挑戦）

・自然ウォッ
チング/おさか
な教室（27
日）

・博物館講座/
平成 倉吉の歩
み(6日)

・自然ウォッ
チング/天体
（10日）

・自然ウォッ
チング/宇野海
岸の植物観察
（7日）

・博物館講座/
彫刻めぐり(28
日)

倉

13
親しみ学ぶ機
会の提供でき

る博物館
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

・美術収蔵品
展(10/2～
11/4)
「没後30年福
留章太展/没後
10年桑野博利
展/大坂弘道作
品展

・美術所蔵品
展(11/29～
1/9)
「大坂弘道作
品展/描きたく
なる人物」

・鳥取県美術
展覧会（11/9
～25）

・歴史民俗資
料館「引き札
と倉吉の町並
み」

・美術収蔵品
　展「倉吉の
民芸/大坂弘道
展

・考古所蔵品
展「人物埴輪/
装飾須恵器」

・博物館ＨＰ
のリニューア
ルを行った。

・創作文華展
の開催(18～
22）

・計画どおり進行し
た。

・金澤翔子展では会期
中に数多くの関連イベ
ントを開催した。

・所蔵品展では、当初
計画の展示替えを実施
した。

・土天神の館外展示
は、従来の倉吉淀屋の
他に円形劇場でも実施
した。

Ａ

○特別展「金澤翔子
展」にはじまり、恒例
の市展・創作文華展の
開催、県展等を計画ど
おり実施し文化芸術に
親しむ場を提供出来

た。各部門の所蔵品を
季節や作家の生没の節
目に併せて時機を捉え

て取り組んだ。

○博物館HPをリニュー
アルしたことで、情報
を捉えやすいと市民の
方に好評であった。

・京都文化博
物館との会場
日程調整

・令和2年の審
査会日程調整

・京都文化博
物館と会場借
り上げ等につ
いて協議

・京都文化博
物館での展覧
会内容審査に
おいて質の高
い展示内容で
あると評価さ
れ、会場使用
経費が半額と
なった。

・京都文化博
物館へ会場借
上申請を行
う。

・指名作家の選考
等、当初の計画どお
り進行した。
・京都文化博物館の
内部審査で高い評価
を得て、経費の削減
につながった。

Ａ

○令和2年開催予定の
第10回菅楯彦大賞展の
準備を滞りなく進め
た。

○指名作家37名全員の
出品承諾を得ることが
でき、菅楯彦大賞の認
知度が上がってきたも
のと思われる。

・自然ウォッ
チング（6日、
27日・県立博
物館共催）

・博物館講座/
小鴨氏の攻防
(5日)

・天皇陛下即
位記念展/光格
天皇の事績と
その生母大江
磐代君展(22～
11/4)

・自然ウォッ
チング/天神川
のサケを見よ
う（10日）

・博物館講座/
星座早見盤づ
くり(16日)

・自然ウォッ
チング/部分日
食を見よう(26
日)

・博物館講座/
令和の祈り(7
日)

・自然ウォッ
チング/小鴨川
の水鳥を見よ
う（13日）

・博物館講座/
倉吉の民芸(18
日)

・博物館講座/
長谷寺研究の
最前線(16日)

・自然ウォッ
チング/春の打
吹山を見よう
（29日）

・博物館講座のうち
3月開催の2回を中止
とした。

・倉吉出身の大江磐
代君の書状などを展
示した天皇陛下即位
記念展を実施した。

Ａ

○コロナウイルス感染
拡散防止対策として2
回の博物館講座を中止
した。2回以外の博物
館講座とウォッチング
は計画どおり実施し、
地域の文化資源を活用
して取り組んだ。

○当初計画になかった
天皇陛下即位記念展に
取り組んだ。皇室と倉
吉とのゆかりを光格天
皇の生母大江磐代君を
取り上げ広く市民に周
知できた。今後も時機
を捉え、大江磐代君の
顕彰に取り組みたい。

Ａ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

取り組み計画項
目

重 点 施 策 主 な 施 策
担当
課

1

図書館資料の収集
提供、英語学習資
料・中高校生等の
利用促進

図書
館

自閉症啓発展
示（世界自閉
症啓発デー民
間団体・福祉
課連携事業）

子どもの読書
週間ＰＲ
（展示・クイ
ズなど）

改元の歴史

本で振り返る
平成

市立図書館開
館30周年

芥川賞・直木
賞受賞作品を
読もう

市立図書館開
館30周年

アポロ11号月
面着陸50周年

芥川賞・直木
賞受賞作品を
読もう

アポロ11号月
面着陸50周年

第２次世界大
戦開戦８０周
年・戦争と平
和

星空を見上げ
てみよう☆

英語学習資料
収集計画立案

動物愛護週間
ＰＲ

防災について
考えよう

生涯学習講座
PR展示（生涯
学習課連携事
業)

英語学習資料
購入

2 読書活動の推進
図書
館

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 33人 　　
1歳6ケ月 33人　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 28人   　
1歳6ケ月 37人　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 26人    
1歳6ケ月 29人　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 36人  　
1歳6ケ月 32人　

看護大・短大
との相互協力
の拡充
オレンジネッ
トワーク講演
会（７/12　34
人）
農業者のため
の図書館活用
講座（7/13　
51人）
おてんきひろ
ば（7/27　90
人）

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 26人    
1歳6ケ月 32人　

一日図書館員
（8/7・8・9　
24人）
夏休み工作教
室
（ブックカ
バーづくり　
8/1　7人）
（本型ボック
スづくり 8/8  
8人）
クイズラリー
（７/19～8/28　
20人）

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 20人   　
1歳6ケ月 26人　

県立美術館Ｐ
Ｒ事業（ワー
クショップ）
実施（9/7 30
人）

開館30周年記
念事業（第１
弾）実施
（9/29　40
人）

3
山上憶良短歌賞全
国公募・文芸活動
の推進

図書
館

山上憶良短歌
賞実行委員会
開催（5/10）　
実施要項決定　
広報媒体（ポ
スター・チラ
シ）作成・配
布開始　市
ホームページ
等に掲載

第1回倉吉文芸
編集委員会(5/ 
10)
実施要項決定

全国結社など
に広報協力依
頼　

倉吉文芸広報

県歌人会によ
る小学生作歌
指導

山上憶良を学
ぶ授業

倉吉文芸作品
受付

倉吉文芸作品
受付

県歌人会によ
る小学生作歌
指導　　　　　

山上憶良を学
ぶ授業

山上憶良短歌
賞作品受付  　

倉吉文芸作品
受付　　

吉
を
担
う
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

14
豊かな心を育
む図書館づく
りの推進
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１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

取り組み計画
実績

実績
評価

施策
評価

最終評価

秋の催し
第73回読書週
間啓発展示

防災啓発
わがまちの防
災マップ

生涯学習講座
PR展示（生涯
学習課連携事
業)

英語学習コー
ナー設置

第73回読書週
間啓発展示

生涯学習講座
PR展示（生涯
学習課連携事
業)

鳥取県の民芸
品（県連携事
業）

中高校生向資
料収集計画立
案

中高校生向資
料の購入

12/３～9は｢障
害者週間｣
障がい相談窓
口
支援の取組・
関連情報提供
（福祉課連携
事業）

雑誌を楽しも
う

英語多読学習
法講演会（県
立図共催事業
12/1　47人）

英語学習支援
講演関連展示

中高校生向資
料の購入

新春特集　倉
吉いか（愛好
者協力）

中高校生向資
料の購入

ベトナムの食
を知ろう（関
金公民館連携
事業）

中高校生向資
料の購入

津山・鏡野町
の観光ポイン
ト（商工会議
所連携事業）

自殺予防パネ
ル展示（県・
健康推進課連
携事業）

中高校生向資
料の購入

英語学習支援
資料の購入

市役所他課、地区公
民館、県、県立図、
民間団体などと連携
し、話題になってい
る事柄や時期を得た
テーマの展示を工夫
しながら数多く実施
し利用者の関心を高
めた。
英語学習資料の収集
を行い新しく英語学
習コーナーを設置し
た。中・高校生向資
料の資料収集も進め
魅力ある書架づくり
を行った。

Ｂ

○県市をはじめ多くの
機関と連携し、話題に
富む多くの展示を実施
した。読書意欲高める
効果もあり、来年度も
継続して行いたい。

○ニーズが高い英語学
習資料、更新が十分で
ない中高校生向資料も
継続して購入したい。

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 23人    
1歳6ケ月 28人　

ぬいぐるみの
おはなしかい
（10/26・27 　
9人）　　　　　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ　　　　
6ヶ月 31人    
1歳6ケ月 29人　

開館30周年記
念事業（第２
弾）川端誠絵
本ライブ・講
演（11/10 236
人)
(市内4小学校
訪問11/11・
12）
学校図書館連
携スタンプラ
リー（鴨中せ
きがね図
11/1~30 達成
者8人）
小道具作成講
座（11/17 2
人）
開館30周年記
念事業（第3
弾）本と自分
史製作講座
（11/3･30 5
人）　　　　　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 25人   　
1歳6ケ月 26人　

開館30周年記
念事業（第４
弾）真珠まり
こ講演（12/15 
220人)

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 28人    
1歳6ケ月 29人　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 27人   　
1歳6ケ月 28人　

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月（中止） 
1歳6ケ月（中
止）　　

家庭での読み聞かせ
の普及を目的とする
好評のブックスター
トは今年もボラン
ティア、関係課の協
力で円滑に実施でき
た。開館30周年を記
念し、絵本作家によ
るおはなし会、ワー
クショップ、講演な
どを行い多くの市民
に喜んでいただくと
ともに、図書館活動
をＰＲした。また引
き続き小学校・中学
校と連携してワーク
ショップ・講演を実
施し、子どもたちの
関心を高め想像力を
刺激し読書意欲を高
めることができた。

Ａ

○読み聞かせの普及に
効果があるブックス
タートや市内学校と連
携した絵本作家講演や
ワークショップは好評
で、来年度以降も継続
して実施し読書活動の
啓発に役立てたい。　　

山上憶良短歌
賞作品受付　　

県歌人会によ
る小学生作歌
指導

山上憶良を学
ぶ授業

大人のための
短歌教室
（11/27　9
人）

山上憶良短歌
賞作品受付  　

第２回倉吉文
芸編集委員会
（11/1）

第３回倉吉文
芸編集委員会
（11/19）

応募作品取り
まとめ

山上憶良短歌
賞審査方法検
討会（12/24）

倉吉文芸編集
開始

山上憶良短歌
賞第1次審査会
（1/15）

倉吉文芸編集

山上憶良短歌
賞受賞作品集
編集

山上憶良短歌
賞最終審査会
（2/13）

第４回倉吉文
芸編集委員会
（2/18）
倉吉文芸編集

倉吉文芸表彰
式
倉吉文芸発行
（2/23）

山上憶良短歌
賞受賞作品集
編集

受賞作品集発
行（3/13）

山上憶良短歌賞は応
募数が4,250首と昨
年度を大きく下回っ
た。教員の働き方改
革、県の類似事業の
新設などにうよるも
のと思われるが、一
方、一般は増加し47
都道府県・海外から
応募があり、まちの
イメージアップに寄
与し、倉吉と山上憶
良の結びつきを広く
ＰＲすることができ
た。

Ｂ

○山上憶良短歌募集事
業は小中高校へのPR方
法の一層の工夫が必要
である。教員の働き方
という学校現場の問題
が応募数減少の理由と
すると回復は簡単では
ないが、周知期間を長
くするなど対策を検討
したい。一般は短歌団
体を通じた広報を継続
し、より多くの人に当
該事業のことを知って
もらい、応募数の増加
に結びつけたい。

Ｂ

- 41 -


